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鶴
居
村
で
は
冬
に
な
る
と
３
０
０
羽
に
お
よ
ぶ
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
群
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
鶴
居
・
伊
藤
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
（
釧
路
管
内
鶴
居
村
中
雪
裡
南
）
で
は
、
餌
の

少
な
い
11
月
か
ら
３
月
ま
で
、
環
境
省
に
よ
る
給
餌
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
９
時
と
14
時
の
２
回
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
（
家
畜
用
飼
料
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
を
撒

き
、
釧
路
湿
原
を
ね
ぐ
ら
に
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
集
ま
っ

て
来
る
。
２
月
に
な
る
と
羽
根
を
広
げ
て
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

と
舞
う
求
愛
の
ダ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
優
雅
な
姿
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
「
サ

ロ
ル
ン
カ
ム
イ
（
湿
原
の
神
）」
と
呼
ば
れ
て
慕
わ
れ
て

き
た
。
学
名
はG

rus japonensis

と
い
う
よ
う
に
、
日
本

と
の
ゆ
か
り
が
深
い
。
か
つ
て
北
海
道
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は

関
東
地
方
や
岡
山
ま
で
渡
っ
て
越
冬
し
、「
つ
る
の
お
ん

が
え
し
」
な
ど
の
民
話
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
美

と
長
寿
を
象
徴
し
、
多
く
の
工
芸
品
に
描
か
れ
、
古
典
文

芸
に
も
数
多
く
登
場
す
る
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
日
本
で
繁
殖
す
る
唯
一
の
野
生
の
鶴

で
、
全
長
１
・
４
メ
ー
ト
ル
、
翼
開
長
２
・
４
メ
ー
ト
ル

に
達
す
る
日
本
最
大
級
の
鳥
類
で
も
あ
る
。

　

環
境
省
に
よ
る
と
世
界
の
総
個
体
数
は
２
７
５
０
羽
と

さ
れ
（J.H

arris in litt.2007,in litt.2009

）、
種
の
半
数
以

上
が
北
海
道
東
部
を
中
心
に
生
息
す
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
夏
に
中
国
北
東
部
で
繁
殖
し
、
冬
に
な

る
と
朝
鮮
半
島
や
長
江
下
流
に
南
下
し
て
越
冬
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
日
本
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
絶
滅
に
瀕
し
た
の
か
。

　

実
は
ツ
ル
を
食
べ
る
習
慣
が
古
く
か
ら
あ
り
、
江
戸
時

代
に
は
庶
民
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
捕
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た

が
、
蝦
夷
地
で
は
、
さ
か
ん
に
捕
獲
さ
れ
塩
漬
け
に
し
て

他
藩
へ
輸
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
明
治
に
な
っ
て
銃
猟

の
解
禁
で
乱
獲
さ
れ
、
大
正
時
代
に
は
絶
滅
し
た
と
考
え

ら
れ
た
と
い
う
。

　

釧
路
湿
原
の
奥
地
で
数
十
羽
の
野
生
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

偶
然
確
認
さ
れ
た
の
は
１
９
２
４
年
（
大
正
13
年
）
の
こ

と
で
、そ
こ
か
ら
保
護
が
始
ま
っ
た
。
52
年
（
昭
和
27
年
）

に
阿
寒
町
と
鶴
居
村
で
給
餌
に
成
功
。
84
年
か
ら
環
境
庁

な
ど
の
給
餌
が
開
始
さ
れ
、
少
し
ず
つ
生
息
数
が
回
復
し

た
。
62
年
に
１
７
８
羽
、
88
年
に
４
２
４
羽
、
２
０
０
５

年
（
平
成
17
年
）、
つ
い
に
１
０
０
０
羽
を
超
え
危
険
な

状
態
を
脱
し
た
。

　

現
在
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
約
１
８
０
０
羽
、
約
４
０
０
つ
が

い
が
営
巣
し
、
最
近
は
濤と
う
ふ
つ
こ

沸
湖
（
網
走
市
・
小
清
水
町
）

や
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
（
豊
富
町
・
幌
延
町
）
な
ど
で
も
繁
殖

つ
が
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
冬
は
棲
息
個
体

の
９
割
が
釧
路
地
域
に
集
中
し
、
約
６
割
が
環
境
省
の
三

大
給
餌
場
の「
鶴
居
・
伊
藤
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」（
鶴
居
村
）、

「
鶴
見
台
」（
鶴
居
村
）、「
阿
寒
国
際
鶴
セ
ン
タ
ー　

タ
ン

チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン
タ
ー
」（
釧
路
市
阿
寒
町
）
で
給
餌
を

受
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
ほ
か
の
野
鳥
が
持
ち
込
む
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
に
よ
る
絶
滅
の
危
険
を
増
加

さ
せ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
環
境
省
は
、
群
れ
の
分
散
化
の
た
め
、
給
餌
量

タンチョウが夜を過ごすねぐらは、豊富な湧き水な
どがあり水の凍らない浅く流れの穏やかな河川が最
適だという。生い茂った樹木を伐採して生息地を増
やす取り組みも進められている＝タンチョウのねぐ
らとして知られる音羽橋から見る雪裡川（鶴居村）

青 木 和 弘

釧路管内鶴居村

タンチョウの里
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を
減
ら
し
、
冬
季
の
自
然
採
食
地
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

そ
の
条
件
は
三
つ
。
①
冬
期
で
も
凍
ら
な
い
水
辺
で
あ

る
こ
と
②
餌
と
な
る
水
生
昆
虫
な
ど
が
暮
ら
せ
る
水
辺
で

あ
る
こ
と
③
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
危
険
を
感
じ
た
時
に
す
ぐ
に

逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
周
囲
の
木
々
が
密
で
な
い
水
辺
で

あ
る
こ
と
─
だ
と
い
う
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
20
年
か
け
、
樹
木
が
茂
っ
て
し
ま
っ

た
繁
殖
環
境
の
復
元
な
ど
に
取
り
組
み
、
当
面
は
、
道
南

ま
で
繁
殖
地
を
増
や
し
、
そ
の
後
は
本
州
ま
で
と
い
う
計

画
だ
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
棲
息
環
境
の
整
備
は
、
釧
路
湿
原

だ
け
で
な
く
、
全
道
、
全
国
の
自
然
環
境
整
備
に
つ
な
が

る
も
の
で
も
あ
る
。

　

厳
冬
期
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
に
は
、
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
な

ど
の
防
寒
着
で
臨
む
の
が
賢
明
だ
。

本年、鶴居・伊藤サンクチュアリでは1日２回、9時と14時に給餌がおこなわれていて、周辺から３００羽以上のタンチョ
ウが飛来する。給餌の30分ぐらい前からが見ごろだ。2月になると求愛のダンスが見られるようになる

タンチョウ１羽当たりの給餌はデントコーン1日
３００グラム、約１０００粒。群れの分散化のため、
鶴居・伊藤サンクチュアリでは昨年度より１割削減
しているという


